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  もうじき七夕。 
  皆さんもご存じのように、七夕伝説は、中国から伝わってきたもの。 
  でも、アジア一帯にも七夕伝説は伝えられているのです。 
  こちらは、七夕伝説といわゆる天女（三保の羽衣伝説等）伝説が合体したものが主なようです。 
  もちろん日本にも同じ様な伝説がありました。 
  鹿児島県・薩南諸島の“喜界島”。 

その昔、平家に反乱を計画した俊寛僧都が流された島として有名なところです。 
簡単にお話しすると・・・・・。 
 
むかしむかし、一人の若い牛飼いがいました。 
あるとき、牛飼いは、天から降りてきて、水浴びをしていた美しい天降子の姉妹の妹の“飛羽

（羽衣）”を隠してしまいました。 
天に帰れなくなった妹の天降子は、仕方なく牛飼いの妻になりました。 
それから幾年か二人は仲好く暮らしていましたが、一緒に天界に里帰りすることになりました。 

  夫の牛飼いが隠してあった“飛羽”を妻に返すと、妻はそれを着て、夫を抱えて天空目指して

舞い上がりました。 
  飛びながら、妻は夫に注意しました。 
  私といつまでも一緒に暮らしたいなら、天界で両親が“縦に切れ”と言いつけた時、必ず横に

切りなさい、と。 
  天界では、ちょうどきゅうりの収穫の季節で、二人が戻ってきたお祝いにきゅうりをたくさん

取ってきてくれました。 
  牛飼いが包丁を手にしている時、不意に妻の両親が叫びました。 
  “縦に切れ！” 
  牛飼いはつられて、ついきゅうりを縦に切ってしまいました。 
  すると、たちまちきゅうりから水が流れ出て、目の前に大きな川が出来きました。 
  妻と牛飼いは、両方の岸に取り残されて会えなくなってしまいました。 
  この日が、7 月 7 日。 
  この為二人は一年にたった一度、7 月 7 日の夜にしか逢えないようになってしまったそうです。 
  
  里帰りとか、きゅうりとか、妙に所帯くさくて素朴なお話ですよね。 
  “天降子”とは、天女の事のようです。 

 

７月お奨めのエッセンシャル・オイル・・・カユプテ＆タイム 

           じめじめの梅雨を吹き飛ばす爽やかでパワフルなブレンドです 

７月のハーブ・ティー 

我が家で収穫したハーブです 
バジル・ローズマリー・スペアミント 

トリートメント後のハーブ・ティーは、その日のお客様の体調に合わせたブレンドでお出しします 
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